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2026 年４月期 ２Q業績



2026.4 月期
２Q

構成比
前年同期
差額

計画差額 前年同期比 計画比

売 上 高 14,056 ＋200 ＋32 101.5 ％ 100.2 ％

売 上 原 価 5,009 35.6 ％ ＋211 ＋212 104.4 ％ 104.4 ％

売 上 総 利 益 9,046 64.4 ％ ▲11 ▲180 99.9 ％ 98.0 ％

販 売 費 及 び
管 理 費 合 計

9,173 65 .3％ ▲17 ▲33 99.8 ％ 99.6 ％

営 業 利 益 ▲126 ▲0.9 ％ ＋6 ▲146 ― ―

経 常 利 益 ▲252 ▲1.8 ％ ▲29 ▲151 ― ―

税 引 前 中 間 純 利 益 ▲275 ▲2.0 ％ ▲141 ▲123 ― ―

親 会 社 株 主 に 帰属す る
中 間 純 利 益

▲202 ▲1.4 ％ ▲36 ▲391 ― ―
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2026 年4月期 2Q累計業績トピックス（2025 年5月～10月）

( Ḳ )

※ 計画差額及び計画比は、2025 年6月16日公表の2026 年4月期第2四半期（中間期）業績予想と比較。

2Qは、売上高は前年及び計画を上回る。営業利益は前年を上回ったものの、計画を大幅に下回った。
親会社株主に帰属する中間純利益は前年、計画ともに下回った。

飲食事業・テイクアウト事業ともに下半期以降に売上・利益ともに増加する傾向にある。
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外食事業トピックス（2025 年5月～10月）

実績 前年同期比

売上高 8,001 100.8 ％（+63 ）

営業利益 298 159.5 ％（+111 ）

実績 前年同期

営業利益率 3.7 ％ 2.4 ％

Ḳ

売上高
売上高は、価格改定と既存店の客単価（前年比103.9 ％）の改善から、前期より店舗数は
減少したが、63百万円の増収となった。

営業利益
営業利益は、価格改定の効果及び前期に実施した不採算店舗の改装や退店に伴う収益構造
の改善により、前年同期比で1億1千万円増益となった。
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テイクアウト事業トピックス（2025 年5月～10月）

Ḳ
実績 前年同期比

売上高 5,042 102.1 ％（+101 ）

営業利益 236 80.2 ％（▲58）

実績 前年同期

営業利益率 4.7 ％ 6.0 ％

売上高
売上高は、行楽シーズン等の季節需要に対応した商品展開が奏功するとともに、既存商品の販
売が安定的に推移したことから、前年同期比で増収となった。

営業利益
営業利益は、季節行事やイベント需要の取り込みにより売上高は堅調に推移したものの、原材
料費及び資材費や人件費の上昇に加え、販売促進や商品対応に伴うコスト負担が増加したこと
から、前年同期比で減益となった。
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外販事業トピックス（2025 年5月～10月）

Ḳ
実績 前期同期比

売上高 987 103.0 ％（+28 ）

営業利益 ▲167 ー

実績 前年同期

営業利益率 ▲17.0 ％ ▲14.6 ％

売上高
既存取引先への提案強化に加え、梅の花グループ共栄会へ加入する企業へ「牡蠣」商品の提案
を進めるとともに、展示会出展等を通じて販路拡大に取り組み、増収となった。

営業利益
価格改定効果の反映時期が手続き等の関係で想定より後ろ倒しになったことに加え、牡蠣の原
価割れ販売による売上不振が影響し、営業損失が拡大した。
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その他事業トピックス（2025 年5月～10月）

実績 前年同期比

売上高 24 137.9 ％（+6 ）

営業利益 2 401.4 ％（+2 ）

実績 前年同期

営業利益率 11.0 ％ 3.8 ％

売上高
当社グループが保有する土地・建物の有効活用を目的としてストック事業を継続し、安定した売
上高を維持している。

営業利益 既存建物を賃貸物件にリニューアルした際の費用が完了し、前年同期比401.4 ％となった。

Ḳ



連結貸借対照表

2025 年
4月末

2025 年
10月末

前期比較
増減

流動資産 6,845 6,321 ▲523

固定資産 16,105 16,130 +24

資産合計の増減内容 22,951 22,451 ▲499

2025 年
4月末

2025 年
10月末

前期比較
増減

負債合計 21,125 20,842 ▲282

純資産 1,826 1,609 ▲216

株主資本 1,908 1,645 ▲263

その他の包括利益累計額 ▲77 ▲33 +43

負債純資産合計 22,951 22,451 ▲499

■資産

現金及び預金の減少 ▲235

商品及び製品の減少 ▲311

■負債の増減内容

引当金の減少 ▲210

その他 ▲140

※自己資本比率7.2 ％（2025 年4月末8.0 ％） ■純資産の増減内容

資本剰余金の減少 ▲60

親会社株主に帰属する中間純損失 ▲202
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連結キャッシュ・フロー

2025.4 月期
2Q末

2026.4 月期
2Q末

前年同期
差額

主な前年差額の内訳
（前年差の要因）

営業活動による
キャッシュフロー

▲196 204 ＋400

税金等調整前中間純損失 ▲141 百万円

投資有価証券売却損益 ▲175 百万円

棚卸資産の増減額 +316 百万円

投資活動による
キャッシュフロー

▲202 ▲317 ▲115
有形固定資産の取得による支出 ▲148 百万円

投資有価証券の売却による収入の減少 ▲338 百万円

財務活動による
キャッシュフロー

1,182 ▲108 ▲1,290
株式の発行による収入（当期なし） ▲742 百万円

長期借入れによる収入の減少 ▲649 百万円

現金及び現金同等物の
増減額（▲は減少）

783 ▲221 ▲1,004

現金及び現金同等物の
２Q末残高

3,722 1,764 ▲1,958

Ḳ
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店舗数推移

1 1 1 1 1 1 3 

168 167 162 161 161 161 162 

128 123 121 118 115 111 113

2021

4

2022

4

2023

4

2024

4

2025

4 2Q

2025

4

2026

4 2Q

128 123 121 118 115 111 113

168 167 162 161 161 161 162

1 1 1 1 1 1 3

297 291
284 280 273 278277



配当の状況
年間配当金

2Q末 期末 合計

（普通株式） 円 銭 円 銭 円 銭

2024. ４月期 5.00 5.00 10.00

2025. ４月期 5.00 5.00 10.00

2026. ４月期（中間） 5.00

2026. ４月期（予想） 5.00 10.00

配当及び株主還元方針

【株主還元方針】

株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題の一つとしています。
ＲＯＥを向上させ、収益構造の構築に努め財務体質の改善を図り、配当性向並びに内部保留の充実等を総合的に勘案
して配当を実施する方針です。

配当の状況
年間配当金

2Q末 期末 合計

（A種優先株式） 円 銭 円 銭 円 銭

2025. ４月期 20,276.18 19,835.62 40,111.80

2026. ４月期（中間） 20,164.38

2026. ４月期（予想） 19,835.62 40,000.00
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保有株式数 株主優待内容
権利
確定月

100 株以上
500 株未満

20％割引優待証１枚

４月･
10月

500 株以上
1,000 株未満

20％割引優待証１枚
優待券1,000 円×２枚（年間4,000 円）

1,000 株以上
20％割引優待証１枚
優待券1, 000 円×５枚（ 年間10, 000 円）

＜優待証について＞
・当社グループの飲食店舗でご利用いただけます。
・ご利用代金の割引率は、店舗業態により異なります。
・有効期間中は、回数制限なくご利用いただけます。
＜優待券について＞
・当社グループの飲食店舗でご利用いただけます。
・年２回（４月及び10月の権利確定時）贈呈いたします。

既存株主様について

※2026年10月末の株主名簿に記載又は登録された株主様より適用

（ご注意事項）
株主番号の変更により、当社株式名簿への同一株主番号による記載又は登録の連続性が
途切れた場合は、対象外になります。

2026 年4月30日以前の当社株主名簿に記載又は登録された100 株以上
保有株主様におきまして、同一株主番号で継続して100 株以上保有いただ
く株主様については、20％割引優待証の権利を継続させていただくとともに、
500 株以上保有の株主様につきましては、2026 年10月末の株主名簿に
記載又は登録された株主様に優待券を追加いたします。

新規株主様について

2026 年5月1日以降の当社株主名簿に記載又は登録された株主様におきま
して、下記の株主優待を適用いたします。

保有株式数 株主優待内容
権利
確定月

100 株以上
200 株未満

10％割引優待証１枚

４月･
10 月

200 株以上
500 株未満

20％割引優待証１枚

500 株以上
1,000 株未満

20％割引優待証１枚
優待券1,000 円×２枚（年間 4,000 円）

1,000 株以上
20％割引優待証１枚
優待券1, 000 円×５枚（ 年間 10, 000 円）

＜優待証について＞
・当社グループの飲食店舗でご利用いただけます。
・ご利用代金の割引率は、店舗業態により異なります。
・有効期間中は、回数制限なくご利用いただけます。
＜優待券について＞
・当社グループの飲食店舗でご利用いただけます。
・年２回（４月及び10月の権利確定時）贈呈いたします。

※2026年10月末の株主名簿に記載又は登録された株主様より適用

梅の花グループ新株主優待制度

13
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株主様優待イベント

株主様限定 公開試食会・京都工場見学会
外食事業・テイクアウト事業で株主様限定の公開試食会を福岡・大阪・東京の3地区で年2回、

京都セントラルキッチンの工場見学会を年1回開催。

外食事業【梅の花サービス】公開試食会

テイクアウト事業【古市庵プラス】公開試食会 京都工場見学会
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株価上昇への取り組み

役員持株会及び
従業員持株会

取締役に対する
譲渡制限付株式の報酬付与

従業員株式付与

役員持株会及び従業員が自社株式
を購入・保有することで、企業価値や
株価を意識した経営、業務遂行を促
進しています。
経営と株主の利害を一致させるととも
に、安定株主の形成を通じて、中長
期的な株価形成を支える基盤として
います。

社外取締役を除く取締役に対し、
譲渡制限付株式を報酬として付与
することで、株価及び企業価値の中
長期的な向上に連動させています。
在任期間中の継続的な企業価値
向上へのコミットメントを高め、株主
と同一の目線に立った経営判断を
促進しています。

従業員への株式付与を通じて、従業
員一人ひとりが株主としての意識を
持ち、企業価値向上への主体的な
参画を促進しています。
社員の定着・モチベーション向上を通
じて、中長期的な業績向上及び株
価上昇につなげています。

当社は、取締役及び従業員が自社株式を保有し、株主の一員としての立場を共有することで、企業価値及び株価を常に意識
した経営判断・業務遂行を行う体制を構築しています。
役員持株会及び従業員持株会や取締役に対する譲渡制限付株式の報酬付与の制度、従業員株式付与の制度を通じて、中
長期的な企業価値向上とインセンティブを連動させるとともに、全社一体となって持続的な成長と収益力の向上に取り組み、そ
の成果を安定的な株価上昇につなげることを目指しています。



2026 年４月期 業績予想
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2026 年4月期 通期連結業績予想

2025 年4月期

実績
2026 年4月期

計画

前年比

増加額 増加率

売上高 29,440 29,713 +273 +0.9 ％

営業利益 550 778 +228 +41.4 ％

経常利益 388 538 +150 +38.4 ％

親会 社株主に 帰属する
当 期 純 利 益

▲383 485 +868 ー

Ḳ
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2026 年4月期の進捗・取り組み

１
■スマートＣＫプロジェクト
■Ｗｅｂメディアプロジェクト
■働き方改革プロジェクト

3つの重点プロジェクト

2

3 3Q以降の進捗と想定

カジュアル店舗の出店拡大による投資抑制



スマートＣＫ
プロジェクト

各セントラルキッチンの生産品目の集約・見直しによる労務時間・工場運営の効率化を推進し、原価の改
善に取り組むスマートCK（セントラルキッチン）プロジェクト。
全体1,452 品目のうち対象は577 品目（全生産品目の約40％）。
その中で308 品目の方針を確定し、308 品目の内、94.2 ％が実施済みとなった。※2025年12月末現在

■労務時間・経費削減実績

2026 年4月期（5月～12 月累計）労務時間▲41,038 時間・経費▲4,295 千円となった。

※（参考）10月31日以降の進捗を含む。
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①3つの重点プロジェクト（1）

３つの重点プロジェクト推進

現在

カッコ内実施済数

308
(290)

577店舗製造

生産中止 工程変更

外注

228
(216)

26
(26)

27
(21)

27
(27)

577 577

577 577



Web メディア
プロジェクト

SNSを活用して、梅の花グループの情報発信を行い、グループ間のお客様情報の共有化を進め、認知度向上と集客力の拡大に取り組
むプロジェクト。

Instagram のフォロワー数は、梅の花グループ全体で2025 年3月から約1.5 倍となった。
公式アプリ「うめのあぷり」の会員数は30 万人を突破した。※2026年1月17日現在

また、お客様の来店動機につなげるため、公式ホームページに“心に残る特別なひとときを”掲載した。

働き方改革
プロジェクト

属人的な作業や多くの手作業をAI 等の技術を用いて、効率化と省人化により、人件費・人手不足対応に取り組むプロジェクト。
AI やRPAを導入し、労務時間の削減と管理業務の高度化を進めている。
■非生産部門 【11月実績】 ■2025 年4月期累計

３つの重点プロジェクト推進

20
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7,963 

13,416 

12,007 

7,615 

6,211 

6,457 

6,457 

6,542 

8,810 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

2025/5

2025/6

2025/7

2025/8

2025/9

2025/10

2025/11

2025/12

2026/1
うめのアプリ入会顧客推移

総労働時間 前年同月差 1人平均労働時間

20,110.60 時間 ▲403.10 時間 172.90 時間

総労働時間 前年同月差 1人平均労働時間

149,582.72 時間 1,158.40 時間 181.01 時間

※（参考）10月31日以降の進捗を含む。

※（参考）直近月次推移含む。

①3つの重点プロジェクト（2）
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今期は２Qまでに、外食事業で２店舗を出店、テイクアウト事業で１店舗を出店、海外事業で２店舗を出店し、
外食事業は合計113 店舗、テイクアウト事業は合計162 店舗、海外事業は合計３店舗、２Q合計278 店舗となった。

2025 年6月27日
中華料理 梅香 地蔵横丁店

2025 年10 月27日
梅の花の定食やうめまめくずはモール店

2025 年5月14日
梅の花草津近鉄店

2025 年9月15 日
タイ王国銀座しゃぶしゃぶ甲梅

2025 年10 月
ベトナムKUROGE WAGYU NOBU

(2026 年4月「UME」へ改名予定)

新規出店店舗

改装オープン

「古市庵東大阪近鉄店」
「おこわ」コーナーを梅の花商品コーナーに変更、売上高前年比133 ％となった。

②カジュアル店舗の出店拡大による投資抑制（1）



2025 年11 月12 日
梅の花 ～雫～ 梅田阪神店 オープン

2025 年11 月20日
梅の花 大宮エキュート店オープン

2026 年３月13日
梅の花・古市庵熊本アミュプラザ店

オープン予定

Q３以降、11月にテイクアウト事業「梅の花～雫～梅田阪神店」「梅の花大宮エキュート店」2店舗を出店、
2026 年2月に外食事業「食のつむぎカフェエビスタ西宮店」を「梅の花の定食やうめまめエビスタ西宮店」へ改装オープン、
3月に「魚がイチバンイオンモール津田沼South 店」、テイクアウト事業「梅の花古市庵 熊本アミュプラザ店」の出店予定。

2026 年３月16日
魚がイチバンイオンモール津田沼South 店

オープン予定

2026 年2月21日
食のつむぎカフェエビスタ西宮店

改装オープン予定

外食事業 112 店舗
※3Q以降 2店舗退店

テイクアウト事業161 店舗
※3Q以降 4店舗退店

海外事業 3店舗
2026 年4月期末
合計 276 店舗予定
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②カジュアル店舗の出店拡大による投資抑制（2）
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売上高 営業利益
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③3Q以降の進捗と想定

(百万円)

【上半期】
売上高 13,855
営業利益 ▲133

【下半期】
売上高 15,585
営業利益 683

【上半期】
売上高 14,056
営業利益 ▲126

■売上高は前年と同様の趨勢
■昨年、節分が曜日周りと天候不良
の影響で不調
■食材等の価格上昇は続くものの4Q
以降で米価の引き下げが囁かれている



参考資料



Ḳ CEO

Ḳ COO

Ḳ

Ḳ 1990 1

Ḳ
1
ẑ20254 30

Ḳ

Ḳ
597
ẑ202510 31

Ḳ
278 ( 113 162 3 )
ẑ202510 31

Ḳ

Ḳ

Ḳ Plum UMENOHANA(THAILAND)CO.,LTD. Umenohana Vietnam Co., Ltd.                                                                               

Ḳ 4

株式会社 梅の花グループ 【証券コード：7604 】

︡ ᵓ CEO ︡ זּ COO
ṣ
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会社概要



1976.07 創業者 梅野 重俊がかに料理店「かにしげ」を創業

1979.10

1986.04 ể ( )

1992.12

東京証券取引所市場第二部に上場2002.06

UMENOHANA(THAILAND)CO.,LTD. 2003.09

(2014 10 )2007.10

2016.10

2016.11

2017.04

2018 .08

2019.02 ( )

2019.05

2021.01

2022.04 東京証券取引所市場第二部からスタンダード市場に移行

2023.03

Plum

2023.04 UMENOHANA(THAILAND) 

ˮ τḇּךʺ τḇּךʻ˯
ḇּךχ Υ♆θκχᾖ πβʻ
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2025.05 「株式会社梅の花グループ」へ商号変更

2025.08 Umenohana Vietnam Co., Ltd .

沿革



「株式会社梅の花グループ」には、各子会社をバックアップする管理部門や、購買・物流・製造部門等が集結しています。

Ṅ

株式会社
梅の花
グループ

経営計画室

品質管理室店舗開発部

総務部

人事部

経理部

購買部

物流部

製造部

株式会社梅の花サービス 株式会社古市庵プラス株式会社すし半 株式会社テラケン 株式会社三協梅の花

株主総会

27

内部監査室

外食事業 テイクアウト事業 外販事業 海外事業 ストック事業

UMENOHANA
(THAILAND)CO.,LTD.

Umenohana
Vietnam Co., Ltd. 

梅の花グループ体制



ԁʽ
ԁʽ
ԁʽẸ

Ἡזּ
ʾςάϢϤϜΩ‰τ ΰΜ Ϭ
ʾςάϢϤϜΩ‰χ Ḻπ
ʾ τ ᴛϘϥЂ˔РІβϥάρϬ γם“ΰϘβ

ˮᴸ≢Ψʺ χϋρρΦϬʻ˯

˙ χᴸϽи˔ФІк˔Ϲрϒχ Μ ˙

έ Ϭ ϓϥⱲḧʻ
ζϦψʺθιἋ Ϭ θβθϛχϜχπψσΜρʺ♆θκψ―ΠϘβʻ
Τσ ⱧχⱲḧϬρϜτβϥάρπʺᵓ Υ ϘϦʺ ḺΥ ϘϦʺ
Ϭ θβϋρρΦΥ ϘϦοΜΦϘβʻ
σ ϜʺσϭπϜσΜ Ϝʺζχ ϣΰΜˮ χϋρρΦ˯π⅔ϤθΜʻ

ζϭσ ΜΤϣʺ χᴸϽи˔Фψ ˑσỘ ʺ ˑσ Μπʺ
άιϩϤχ ⱧϬ ằβϥΣ Ϭ ᵫΰϘβʻ
οΨιήϥΣẁ ϒχḇּךχṓⱱκϬʺΜνχ Ϝˮ χϋρρΦ˯τ₅ϛοʻ
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ˮᴸ≢Ψʺ χϋρρΦϬʻ˯ ằΰʺψγϚᵓ ρΚώϦϥ Ḻπ⅔ϤϘΰϡΞʻ
θσϱЛЦ˔ЄдрϬṞάΰʺ χᴸϽи˔ФχḼỘᴣ ΰ τνσΫϢΞʻ

᾽ẁ ᶴ︠

︡ԏ

ỘԌ

ӽּזᵓ

信条・社訓・スローガン



ǵ Ȯɩɶɕ
ĝ ǫǵ˗ Ğ
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ᵰ ⱧỘ

ГϱϼϯϳЕⱧỘ

ᵰ ⱧỘ

ІЕАϼⱧỘ

ᵤᵰⱧỘ

事業構造

株式会社
梅の花グループ



ˮӗ ʾӗ ʾΣΜΰΜ˯Ϭ ⁯ϒʻ
セントラルキッチンでは全国の梅の花グループ店舗向けに、1,000 種類を超える製品を生産。

いつでも、どこにでも、高品質の商品の供給を実現。

30

セントラルキッチン

■自動化設備を導入し安定した製造と品質を維持
■繊細さが求められるところは人の手による作業を徹底

■京都セントラルキッチン
2025 年9月「ISO22000 」取得



ϩϤ Ϊϥάρρʺ︢Ϥ ΪϥϜχʻ

άιϩϤχ µ Ἃḧµ π
άάϧτϜ τϜ ϢΜ Τσṓⱱκτʻ

µ µ ¬ º

Ττ ΤτΰΫ

ρ χ χᴸ

ᾗ ΰθΤτ Ϭ τלχ‰ΜάιϩϤχ ⱧϬ
σ τ Ⱨσ ρϠμθϤρᵃέδϥⱲḧϬʻ

⌠ ᴼχ ЎаϱЗ χᴸ
ρ Ϭ► ΰθ ⌠ ᴼ π
ῲΜ χΣẁ Υ κ ΜοᵃέδϥⱲḧϬʻ
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事業内容 外食事業①



皆様の大切な時間を最上のおもてなしでお迎えします。

お子様のお祝い 成長のお祝い 門出のお祝い

顔合わせ・結納 長寿のお祝い 法事の集まり

Ḳ

τ▪ϥʺ σϋρρΦϬ ˙ χᴸϽи˔Фψ χ τ Ϭ₅ϛοṄϤ ΜϘβ˙

事業内容 外食事業②
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βΰ
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σ χ ậϬ ϛ/ᶨ ϛπ

σϘϘз˔ЇЗУиτ ԁ ᶚΰϛϥʻ

Ṇ ᴣ χἝ χΚΤẞρ ׇΰθ ἋḧϬ αο
σ χ Ϭ σἋḧπᶚΰϛϥʻ

ϋρϤπϜ ϤϞβΜ ὩḇχΚϥἋḧπ
ṗ ḇχΚϥ ⌠ ᴼϬ αοʺ
ˑχᶨ τσϥϋρρΦϬ ằβϥ

 (ЮϱЄар) χνϚΧ

χᴸχ ϬϸЅвϯиτ
ΰΨṓέφσΨᶚΰϛʺ
ϞΤσϋρρΦϬ ằβϥ

χᴸχ Ϟ ΞϛϘϛ

ϠμθϤρΰθⱲḧϬᶚΰϙʺ
ΰΜХиЄ˔σ π

ϕμρπΦϥϋρρΦϬ ằβϥ

ᴸ

Ϭ►μθΣᶿϬ ϛρΰθ
ὲῴ σЮИв˔π

ДЕАϼІβϥϋρρΦϬ ằβϥ

ṗ ϛΰ ᴸ

ṗ ḇϬḇα ϩΠϥ
Φθοχ ϛΰϬ αο

ᵓ ϬᶚΰϛᴛϘϥϋρρΦϬ ằβϥ

事業内容 外食事業③
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ΜνϜχ ϬʺΣΜΰΜⱲḧτʻ
1977 2007

ᾥ◕Ә ˑσΣ ◄π χ χ τ
ήήϞΤσ`δϬḇαήδοΨϦϥ

¬
º

Ṅ

χᴸ ƈ ρ χ χᴸƉχ Ϭ
έꜛ π︣ὖτ ϩΠϥ
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Umenohana KITCHEN

事業内容 テイクアウト事業



ΣΜΰΜχ ϬήϣτῲΫϥʺ ͏χІГ˔Ѕʻ
ễ

¬ º

ˮ χᴸ˯χΣΜΰήϬʺϜμρ ựτʻ

¬ º

Ṅ

ᵰ ˦ ˧

4

宅配エリア
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Κζό

ẓ ḵ

Ẍ

6

ẑ

事業内容 外販事業



タイ王国に「和梅の花」と2025 年9月に「銀座しゃぶしゃぶ甲梅」の2店舗、
2025 年8月にベトナムに現地法人を設立し、10月に「KUROGE WAGYU NOBU」の運営を開始しました。

2026 ệ

36

事業内容 海外事業

UMENOHANA Vietnam Co., Ltd.
KUROGE WAGYU NOBU

ẑ20264 UME

UMENOHANA(THAILAND)CO.,LTD. 
「和梅の花」UMENOHANA ソラリア店

ベトナムタイ王国

UMENOHANA(THAILAND)CO.,LTD. 
銀座しゃぶしゃぶ甲梅



ʾὺ χ ῟ᶨ Ϭʻ

当社グループが所有する土地·建物等の有効活用と収益の安定化のために取り組んでおり、大阪セントラルキッチン跡地に賃貸物件を建設し、
大阪市に所有する自社物件で賃貸事業を開始いたしました。

-REISE-

“Before”大阪セントラルキッチン

“after”

1 2

■ライゼホビー ■ライゼボックス

2

2025 2
Ẍ 11

ẑ 37

事業内容 ストック事業



ρẶτיּ▀
ӗ ʾӗ χΣΜΰήϬʺ ρρϜτʻיּ▀

セントラルキッチン食品残渣の
年間廃棄量を100 ％削減

273

「ゆきぴりか大豆」の契約栽培

¬ º 7
2010

¬ º

サステナビリティ①

農事組合法人甲誠牧場と
「株式会社三協梅の花」を設立
～あか牛で6次産業化～
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ЬарЫ˔ ϒχ◦כ
2014 ˮThe flower of a Dream Association ˯

¬ º

Ṅ

◓ςϜ ϒχ ằ

NPO

ӽ←ᵲϒχ◦כ

(2023 7 ) 11

ḕẽϒχ

ϹІχ⌡ᾚτ︡Ϥעψᴛזּ ϭπΜϘβʻ

2019 2024

228.2t

4.42 t

Ẍ Ẍ 39

サステナビリティ②



外国人技能実習生共同受入事業を目的とし、特定技能外国人支援事業並びに職業紹介事業を行うことを目的とした
「Plum 協同組合（持分法非適用関連会社）」を設立しました。

Plum

2021 1

Plum 協同組合の組合員 26会社(梅の花グループ6社・他企業20社)

( )

2025 10 31

71ṕ 47Ṗ

105ṕ 78Ṗ

Plum 協同組合
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ṕ Ṗ

Ḳ IR
E-mail Ḳir-info@umenohana.co.jp

URLḲhttps ://www.umenohana.co.jp /
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免責事項


